


[bookmark: _GoBack]別記様式
　　　　　　　　  北海道文化賞　　
　　　　　　　　　   　　　　　　　  表 彰 推 薦 書
　　　　　　　　  北海道文化奨励賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　北 海 道 知 事　様

　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　郵便番号（〒　　　－　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（電話　　　　－　　　　－　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　 業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏 (ふり) 　名 (がな)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail
　北海道文化賞実施要綱第３の規定に基づき、次のとおり推薦します。
	推薦を受ける者
	ふりがな
氏　　名
	
	生年月日
	年　　月　　日生
　　　　　　　　　（　　歳）

	
	職　　業
	
	活動年数
（うち本道関係分）
	年
（　　年）
	性別
	男 ・ 女

	
	現住所
	（〒　　　－　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　－　　　　－　　　　）

	推薦を受ける団体
	ふりがな
名　　称
	
	設立年月日
	　　　年　　月　　日

	
	ふりがな
代表者職氏名
	
	活動年数
（うち本道関係分）
	　　　　　　年
（　　　　　　年）

	
	事務所所在地
	（〒　　　－　　　　）

（電話　　　　－　　　　－　　　　）

	受賞にふさわしいと

認める功績
	

	受賞にふさわしいと

認める功績
（表面の続き）
	

	その他の主な
功績
	

	（個人の場合）
経歴
（団体の場合）
沿革
	

	推薦者確認欄
○上記の被推薦者は、北海道表彰事務取扱要領第２の３に規定する「表彰の対象としないもの」に
該当しないことを確認しました。
年　　月　　日　　　　　　　（推薦者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　※署名または記名押印


記入上の注意
　（１）標題の賞区分（北海道文化賞、北海道文化奨励賞）は、該当するものを○で囲むこと。
　（２）被推薦者が個人の場合は「推薦を受ける者」の欄に、団体の場合は「推薦を受ける団体」の欄に記入すること。
　（３）「受賞にふさわしいと認める功績」の欄は、功績の事柄ごとに具体的に記入すること。
（４）「その他の主な功績」の欄は、受賞にふさわしいと認める事績以外の事績について、箇条書きすること。
（５）「経歴」の欄は、被推薦者の最終学歴、職業及び賞罰について記入し、「沿革」の欄は、被推薦者の主な沿革を箇条書きすること。
　（６）記入欄が不足する場合は、適宜別用紙に記入して添付すること。ただし、推薦書を空欄にして別紙を添付するのは避けること。
（７）推薦者確認欄には、署名又は記名押印すること。
　（８）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番縦型とする。



